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会議開催日時  令和 3 年 3 月 1 3 日（土） 1 6： 0 0～ 1 8： 0 0  

開催場所  遠隔会議  

出席者  

(順不同、敬称略 )  

相原  浩一、松﨑  裕一、小島  一記、福澤  智、福嶋  邦夫  

相川  昭仁、野村  章次、平山  文雄、早水  俊樹、濱田  剛  

松村  晃司、野島  謙之助、髙田  英久、小川  謙一、北田  博雄  

北村  要、髙見澤  計夫、三井  和幸、本間  章彦、大野  孝  

金築  律夫、加藤  綾子、大舘  昌男、沖津  進一、坂田  一也  

江頭  勇、熊谷  正樹、山崎  宏文、吉田  憲司、連記  宏徳  

計（  3 0 名  ）  
特別出席：佐藤  達則  

配布資料  なし  

議事内容  司会（議事進行）：坂田  一也   記録者：連記  宏徳  

 

坂田一也幹事（総務委員長）の司会により開会した。相原会長の挨拶に続き司会に

よる本日の議事および進行について確認が行われ、以下の審議を行った。  

 

１．大学（学園）の新型コロナ対応の概況報告     ＜総務委員会  坂田委員長＞  

学内の状況について以下の通り報告があった。  

・大学での授業は行われているが、学内入館は制限されている。  

・卒業式は、 3 月 1 7 日  日本武道館にて挙行予定となる。なお、卒業生のみにて  

開催し、残念ながら父母および来賓の参列は感染予防のためなしとした。  

・ 4 月以降は、対面授業を実施する予定だが人数を絞った方法 を検討して行く。  

・例年行われているオリエンテーションは、健康診断を含め実施される。  

 

２．前回議事録の確認、幹事会出欠の報告      ＜総務委員会  江頭副委員長＞  

・前回議事録について説明があり、承認された。  

 

３．地方支部・同窓会関連の活動報告（ 2 / 1 3 幹事会以降）       ＜相原会長＞  

・特になし。  

 

４．次期体制                          ＜松﨑副会長＞  

次期体制（案）について、審議依頼があった。  

①第五号  役員改選（案）  

・次期会長候補である松崎副会長より、役員候補の提案があった。  

副会長候補：福澤副会長（継続）・早水事業委員会委員長（新規）・大野広報  

委員会委員長（新規）  

会計候補：相川会計役員（継続）・小島副会長（新規）  

東京電機大学同窓会  
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 2 

会計監査：福島会計役員（新規）・本橋幹事（新規）  

・退任に伴い、野村会計監査と平山会計監査については、顧問に推挙する提案が  

あった。  

以上の提案について、承認された。  

 

②会長退任に関する事項  

 ・会則 7 条 4 項を基に、 4 月 2 4 日の定時総会で退任する相原会長を参与に推挙

するとの説明があり、承認された。  

・相原会長には、今後とも大学同窓会 7 0 周年記念事業に参画頂きたいとの要請  

があった。  

 

５．定時総会議題（ドラフト版）                 ＜小島副会長＞  

・小島副会長から定時総会資料のドラフト版の説明があった。主にコロナ渦での  

変更点を中心に説明があった。  

 

①第一号  事業報告  

・リモート会合の開催促進のため、正会員援助規則の改定を行った。  

 ・郊外研修会は、幹事のみを対象としてオンラインで実施した。  

・令和 2 年度の定時総会は、オンライン配信で実施した。  

 ・丹波賞と同窓会奨励賞の選考と授与は、中止となった 。  

・学園祭は、オンライン開催のため同窓会は不参加であった。  

 ・卒業生による仕事研究セミナーは 、オンライン開催となった。  

 ・仕事研究セミナー等で例年使用していたホテルグランドパレスは 6 月で閉館  

するとの報告があった。  

・令和 2 年度における、役員会・幹事会は、すべてリモートにて開催された。  

・総務委員会が、新幹事オリエンテーション資料を作成したことが報告された。  

 

②第三号  事業計画（案）  

・クラス会や講演会・定時総会等について、リモート会合・オンライン配信等の  

注記を記載することとした。  

 ・母校に対する活動・支援について、サポート募金に対しての 寄付を継続する。  

・その他活動について、総務委員会が作成した新幹事オリエンテーション資料を  

使用して、新幹事にオリエンテーションを実施する。  

 ・東京江戸歴史散歩について、コロナ渦においても実施できる活動なので今後も  

継続し進めることとした。  

 

③第四号  予算（案）  

・クラス会や縦の会等について、コロナ禍で開催が困難であることを考慮して  

前年度予算の半額とする。  

・コロナ禍に伴いサポート募金を新設して、予算は 1 0 0 万円とする。  

・東京江戸歴史散歩について、年 2 回の開催を想定して 2 0 万円の増額とする。  

・創立 7 0 周年記念事業について、予算は 1 0 0 万円としコロナを克服した後に  

盛大に実施することを想定して、総額 5 0 0 万円の積み立てとする。  
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④第二号  決算報告・監査報告               ＜相川会計役員＞  

・中間会計監査は、 1 0 月 1 6 日に野村会計監査と平山会計監査により、実施済み  

と報告があった。  

・令和 2 年度の最終会計監査は、 4 月 9 日に実施するとの報告があった。  

  

⑤定時総会資料のドラフトについて              ＜小島副会長＞  

・定時総会資料のドラフト版の説明があった。  

 

６．委員会報告  

 

①在学会員支援委員会                    ＜小川委員長＞  

T D U アイデアコンテストの情報取扱について、報告があった。  

・今年度は、 1 1 月開催の 1 次審査および 1 2 月開催の 2 次審査を実施した。  

・提案の内容やデータについて、ホームページで公開するのは難しい。  

・来年度の審査視聴について、 2 次審査であれば事前申請して視聴可能である 。  

 

②広報委員会                        ＜大野委員長＞  

 ・東京江戸歴史散歩 2 0 2 1 春の陣（ 3 / 2 7）について、準備状況の報告があった。  

 

③総務委員会                        ＜坂田委員長＞  

・幹事任期満了に伴う次期継続確認について報告があった。現時点で 3 1 名より  

継続の申出があった。  

  

７．講演会について                ＜大野委員長、早水委員長＞  

・２０２１年の講演会（ 4 / 2 4）について、事前準備と当日運営（案）の報告が  

あった。  

・ 3 月 2 0 日に津田教授ご出席のもと、 Z o o m ウェビナーでリハーサルを実施する  

との報告があった。  

・ホームページで P R を開始した。  

・ 4 月 1 日に申し込み開始、申込人数は 3 , 0 0 0 人を最大とする。  

・ Z o o m ウェビナーの使用方法は、ホームページよりダウンロード可能 にする。  

・広報活動は、メルマガ・工学情報・同窓会 H P・会員メール配信で実施する。  

 

８．定時総会について                     ＜坂田委員長＞  

・定時総会（ 4 / 2 4）について、事前準備と当日運営（案）の報告があった。  

・当日の丹羽ホール出席者は、 4 0 名程度で進める。  

・当日の議事録署名人は、金築律夫様、山崎宏文様に依頼済みと報告があった 。  

 

９．閉会挨拶                          ＜相原会長＞  

・定時総会のリアル出席者は絞るが、その出席者の議決権をもって決議する。  

・全国の会員には、事前に総会資料を H P で公開して意見を徴収する。  
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１０．その他  

 次回幹事会  

 ・以下の通り、次回幹事会が開催される報告があった。  

   日時：令和 3 年４月 1７日（土） 1３時～ 1５時  

   場所：遠隔会議  

 

以上  


